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２．開発目標と新機能
POKERコードは以下特徴を持つ
 現代的GUIで入力・実行・結果の表示を統合
 対応遮蔽厚を80MFP(mean free path)まで拡張
 線源エネルギーは30MeVまで拡張
 マルチスレッドでの並列実行可能
 光核反応を考慮

１．研究の背景
点減衰法では、線源からの放射線を、無衝突線と散
乱線に分け、後者の寄与（ビルドアップ係数）を事
前にデータベース化しておくことで、迅速に遮蔽計
算を行うことができる。
現在でも福島での環境放射線評価や、プラント内

線量分布[1]などの計算で用いられているが、コード
自体が古く開発が終了していることや、近年の知見
が取り入れられていないという問題がある。
そこで新たな知見を取り入れた点減衰法コード

POKERを開発した

３．新しいビルドアップ係数
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4．まとめ
最新の知見を反映した点減衰法コードPOKERを開発した。光核反応を考慮することで、二
次中性子の効果を取り入れ、従来危険側評価となっていた問題を解消することができた。現
在普及事業として講習会等の開催を計画中である。

点減衰法では関係式
「ビルドアップ係数 ✕  無衝突線量」
で線量を算出するが、光核反応の考慮
により(材料によっては)従来無視され
ていたに二次中性子によりビルドアッ
プ係数が著しく(109以上)増大している。 鉛中でのビルドアップ係数 水中でのビルドアップ係数

実線：POKERコード内蔵ビルドアップ係数 丸点：過去の文献値[2]

γ線と原子核が反応して中性子や陽子が放出される
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